
　地方自治法第233条では、市長は決算書類（決算は８月31日までに会計管理者が調製し、証書類な
どと併せて、市長に提出します。）に監査委員の審査意見を付けて、通常予算を審議する定例会（本市議
会では２月定例会です。）までに、議会の認定を得なければならないとされています。この規定に基づ
き、令和５年（2023年）度の各会計の決算関連議案が９月定例会に提出されました。
　なお、事業会計は、地方公営企業法第30条に基づく決算認定となるため、議会への提出時期が、一
般会計・特別会計と異なる場合があります。

　９月定例会で提出された令和５年（2023年）度の一般
会計、特別会計および事業会計の決算認定などの議案に
ついて、定例会終了後の閉会中に決算常任委員会の財政
総務、文教市民、健康福祉、建設環境の4つの分科会を
開催して審査を行うとともに、複数の分科会に関連する
事項などについて総括質疑を行いました。
　審査の概要については、次回のすいた市議会だより
（No.340新年号、令和７年（2025年）１月１日発行予定）を
ご覧ください。なお、詳細な内容は会議録をご覧ください。

「決算認定ってなんだろう？」
教えて！議会のこと

市　長 議　会

決算書類
（会計管理者が作成）

審査意見書
（監査委員が作成）

主要な施策の成果を
説明する書類など
（市長が作成）

次の通常予算を審議
する定例会までに、
議会での審議が必要
となります（付議）。

付 

議
決算常任委員会に付託
し、９月定例会閉会後、
詳細に審査します。

11月定例会で決算の
認定（不認定）の議決をします。

吹田市イメージキャラクター
すいたん

決算常任委員会を開催しました

総括質疑は議場で実施しました

13

す い た 市 議 会 だ よ り

令和6年 12月１日発行 令和 6年 12月１日発行

意
見
書
等

議
決
結
果

定
例
会
の
概
要

代
表
質
問

常
任
委
員
会

質

問

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会


